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著書・論文等 

の区分 

著書・論文等の名称、発行所・発表雑誌・学会等の名称、 

  共著の場合の編者・著者名、該当頁数 

発行・発表 

 年 月 

著書（共） 『史料纂集 平戸記』第 2巻、八木書店 2025.10 

著書（共） 「源頼茂―内裏を焼いた源氏」『京都からみた鎌倉幕府の成

立』、田辺旬・前田英之編、小径社 

2024.12 

著書（共） 『東海の中世史 1 中世東海の黎明と鎌倉幕府』、生駒孝臣編、

吉川弘文館、序論・「院政期の源氏・平氏と東海の武士団」 

2024.5 

著書（単） 『楠木正成・正行・正儀 南北朝三代の戦い』、星海社 2024.4 

著書（共） 『史料纂集 平戸記』第 1巻、八木書店 2023.11 

著書（共） 『新修摂津市史 第 1巻 自然地理 先史・古代 中世』、

摂津市、第 1 章第 1 節第 3項・同 2節第 2・3項、第 2章第 1

節第 1・2 項目、同第 2節 

2022.3 

著書（共） 「湊川の戦い～楠木正成の敗死」『南北朝の動乱 主要合戦

全録』、渡邊大門編、星海社 

2022.3 

著書（共） 『楠木正成 知られざる実像にせまる』、千早赤坂楠公史跡

保存会編、生駒孝臣・尾谷雅比古著、批評社、10～84 頁 

2021.11 

著書（単） 『楠木正行・正儀』、ミネルヴァ書房、全 256 頁 2021.5 

著書（共） 『南北朝武将列伝 南朝編』、亀田俊和・生駒孝臣編、戎光祥

出版、238～268・314～327 頁 

2021.3 

著書（共） 「楠木正成は、本当に〈異端の武士〉だったのか？」『南朝

研究の最前線 ここまでわかった「建武政権」から後南朝ま

で』、呉座勇一編、朝日新聞出版、170～187 頁 

2020.11 

著書（共） 「後村上天皇」『室町・戦国天皇列伝』、久水俊和・石原比

伊呂編、戎光祥出版 

2020.3 

著書（単） 『大阪市史史料第 87 輯 楠木正成関係史料（下）』、大阪市

史編纂所、全 133 頁 

2019.3 

著書（単） 『大阪市史史料第 85 輯 楠木正成関係史料（上）』、大阪市

史編纂所、全 130 頁 

2018.8 

著書（単） 『楠木正成・正行』、戎光祥出版、全 95 頁 2017.3 

著書（共） 「楠木正成は、本当に〝異端の武士〟だったのか？」『南朝

研究の最前線 ここまでわかった「建武政権」から後南朝ま

で』、呉座勇一編、洋泉社、167～183 頁 

2016.7 



著書（単） 『新修大阪市史 史料編』第 4巻中世Ⅲ、大阪市史編纂所、

全 722 頁 

2016.1 

著書（単） 『中世の畿内武士団と公武政権』、戎光祥出版、全 426 頁 2014.10 

著書（共） 「源頼政と以仁王―摂津源氏一門の宿命」『中世の人物 京・

鎌倉の時代 2 巻 治承～文治の内乱と鎌倉幕府の成立』、野

口実編、清文堂出版、15～39 頁 

2014.6 

著書（共） 『新修大阪市史 史料編』第 3巻中世Ⅱ、大阪市史編纂所、

385～770 頁 

2009.12 

論文（単） 「中世前期畿内武士の地域的展開とその特質」『ヒストリア』

第 300 号、126-143 頁 

2023.10 

論文（単） 「戦国期渡辺氏の系譜について―三河渡辺氏・豊後渡辺氏の

系図を素材に―」『花園史学』第 43 号、37-57 頁 

2023.2 

論文（単） 「楠木氏と南北朝内乱」『歴史研究』第 701 号、戎光祥出版、

24-31 頁 

2022.6 

論文（単） 「楠木正儀再考―『太平記』の楠木正儀像をめぐって―」『花

園史学』第 40 号、29～50 頁 

2019.11 

論文（単） 「後鳥羽院と承久京方の畿内武士」『承久の乱の構造と展開』、

野口実編、戎光祥出版、132～158 頁 

2019.4 

論文（単） 「「東条凶徒」と南北朝内乱」『研究論集 歴史と文化』第 3

号、1～12 頁 

2018.10 

論文（単） 「鎌倉期の東大寺領荘園と武士―山城国玉井荘の下司職相論

から―」『中世寺社と国家・地域・史料』、稲葉伸道編、法

藏館、97～122 頁 

2017.5 

論文（単） 「中世国家と畿内武士」『日本史研究』第 655 号、27～54 頁 2017.3 

論文（単） 「平安末・鎌倉初期における畿内武士の成立と展開―摂津渡

辺党の形成過程から―」『古代文化』第 63 巻第 2号、1～21

頁 

2011.9 

論文（単） 「中世の猪飼野」『ニッポン猪飼野ものがたり』、上田正昭

監修、批評社、136～145 頁 

2011.2 

論文（単） 「南朝と畿内武士―摂津国渡辺党を事例に―」『中世政治史

の研究』、日本史史料研究会、777～799 頁 

2010.9 

論文（単） 「平安・鎌倉期の住吉社境内寺院と津守氏―境内寺院別当職

の変遷から―」『大阪の歴史』第 75 号、41～63 頁 

2010.8 

論文（単） 「中世畿内武士団の構造と公武権力」博士論文、関西学院大

学大学院文学研究科 

2009.3 

論文（単） 「南北朝・室町期の〝渡辺〟について―「渡辺散在下地早田

内検帳」の紹介を通して―」『大阪の歴史』第 70 号、35～62

2007.12 



頁 

論文（単） 「中世前期の畿内武士と公家社会―鎌倉後期の摂河泉武士の

事例を中心に―」『ヒストリア』第 203 号、26～56 頁 

2007.1 

論文（単） 「鎌倉期における摂津渡辺党と公家社会―渡辺党の内部構造

の再検討を通して―」『年報中世史研究』第 31 号、36～49 頁 

2006.5 

論文（単） 「天正本『太平記』の近江八重山蒲生野合戦について―軍記

と系図の利用をめぐって―」『史敏』第 3号、36～49 頁 

2006.5 

論文（単） 「鎌倉中・後期の摂津渡辺党遠藤氏について―『遠藤系図』

をめぐって―」『人文論究』52 巻第 2号、18～34 頁 

2002.9 

論文（単） 「11～12 世紀における公家社会からみた「武士」の成立と展

開」修士論文、名古屋大学大学院文学研究科 

2000.3 

その他（単） 「楠木正行・正時と四條畷の戦い」『歴史研究』第 733 号、

戎光祥出版、33～41 頁 

2025.7 

その他（単） 「「鬼」を切った「海賊」『花園史学』第 45 号、81～89 頁 2025.2 

その他（単） 「未知なる東海の中世」『本郷』174 号、13～15 頁 2024.11 

その他（単） 「上皇方に味方した西国武士の実像」『NHK 大河ドラマ歴史ハ

ンドブック 鎌倉殿の 13 人〈北条義時とその時代〉』、NHK

出版、104～109 頁 

2021.12 

 

その他（単） 「古典に親しむ 太平記を読む つわものたちの実像」『京

都新聞』、週刊連載 

2021.5～

2022.1 

その他（単） 「四條畷合戦と楠木正行」『大阪春秋』第 178 号、20～23 頁 2020.4 

その他（単） 「楠木正成と清水」『季刊清水』第 51 号、44～49 頁 2018.12 

その他（単） 書評と紹介「高橋修著『信仰の中世武士団 湯浅一族と明恵』」

『日本歴史』第 833 号、102～104 頁 

2017.10 

その他（単） 「楠木正成 「悪党」ではない!?出自から見直す三代の軌跡」

『洋泉社 MOOK 歴史 REAL 南北朝』、61～65 頁 

2017.9 

その他（単） 書評「野口実著『列島を翔る平安武士 九州・京都・東国』」

『京都民報』第 2787 号、5頁 

2017.5 

その他（共） 史料紹介「『兼仲卿記』紙背文書 正応元年八月巻」『国立

歴史民俗博物館研究報告』第 186 集、209～231（担当箇所 211、

222～224 頁） 

2014.3 

その他（共） 史料紹介「史料紹介：『松雲公採集遺編類纂』所収「渡辺文

書」について」『大阪の歴史』第 79 号、3～18 頁（担当箇所

1～7、10～14 頁） 

2012.11 

その他（単） 「住吉社と住吉社神主津守氏の軌跡」『大阪春秋』第 142 号、

新風書房、22～28 頁 

2011.4 



その他（単） 「正平の大地震」『大阪の歴史』第 77 号、150 頁 2011.3 

その他（共） 史料紹介「『兼仲卿記』紙背文書 正応元年二・四・五・六

月巻」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 153 集、395～416

頁（担当箇所 407 頁） 

2009.12 

その他（単） 「水都発展の礎を築いた水の武士団・渡辺党」『大阪春秋』

第 135 号、新風書房、32～35 頁 

2009.7 

その他（単） 書評「高橋修著『中世武士団と地域社会』」『和歌山地方史

研究』第 41 号、59～67 頁 

2001.8 

口頭発表（単） 「十二世紀における公家社会からみた武士身分とその変容―

中世武士論研究の一試論―」、中世史研究会 2月例会 於愛

知県中小企業センター（名古屋市） 

2001.2 

口頭発表（単） 「鎌倉中・後期の摂津渡辺党遠藤氏について―「遠藤系図」

をめぐって―」、大阪歴史学会 2月例会 於梅田東生涯学習

センター（大阪市） 

2002.2 

口頭発表（単） 「鎌倉時代の滝口」、日本史研究会中世史部会 2月部会 於

機関紙会館（京都市） 

2004.2 

口頭発表（単） 「鎌倉期における摂津渡辺党の内部構造と公家社会」、大阪歴

史学会、大阪歴史学会中世史部会 9 月例会 於難波市民学習

センター（大阪市） 

2005.9 

口頭発表（単） 「中世前期の畿内武士と公家社会」、大阪歴史学会 2006 年度

大会中世史部会報告、於関西学院大学西宮キャンパス（兵庫

県） 

2006.6 

口頭発表（単） 「治承・寿永の内乱と渡辺党」、中世戦記研究会 1月例会、

於千代田区立九段中等教育学校（東京） 

2008.1 

口頭発表（単） 「鎌倉幕府の成立と畿内武士社会」、第 47 回中世史サマーセ

ミナーシンポジウム、於高野山大学（和歌山県） 

2009.8 

口頭発表（単） 「中世大阪における南朝の動向と渡辺党」、四天王寺と年大

阪研究会第 17 回、於天王寺区民センター（大阪市） 

2009.10 

口頭発表（単） 「摂津源氏頼政流の歴史的位置」、第 14 回中世政治史研究会、

於日本大学駿河台キャンパス（東京） 

2011.7 

口頭発表（単） 「鎌倉期の東大寺領山城国玉井庄と摂津源氏頼政流」、中世

史研究会 2 月例会、於ウインク愛知（名古屋市） 

2013.2 

口頭発表（単） 「中世国家と畿内武士」、日本史研究会 2016 年度日本史研究

会大会中世史部会共同研究報告、於立命館大学茨木キャンパ

ス（大阪府） 

2016.10 

口頭発表（単） 「楠木正儀と南北朝内乱」、第 118 回軍事史学会関西支部定

例研究会、於大阪学院大学 

2019.5 



口頭発表（単） 「楠木正儀再考―『太平記』の楠木正儀像をめぐって―」、

第 39 回花園大学史学会大会、於花園大学 

2019.11 

口頭発表（単） 「戦国期渡辺党の地域的展開とその由緒」、大阪歴史学会中

世史部会 12 月例会、於大阪市立淀川区民センター 

2019.12 

講演 「大坂城前史―忘れられた中世の大阪―」、大阪市立中央図

書館 平成 26 年度大阪連続講座～大坂の陣 400 年記念～、於

大阪市立中央図書館（大阪市） 

2014.7 

講演 「中世大阪と住吉社の津守神主」、平成 27 年度住吉セミナー、

於住吉大社（大阪市） 

2015.6 

講演 「楠木正成・正行とその時代」、大阪市史編纂所セミナー 探

そう!大阪市の歴史魅力 第 10 回、於大阪市立中央図書館（大

阪市） 

2017.8 

講演 「丹波の中世武士―久下氏・波々伯部氏とその時代―」、丹

波学 権力者が認めた丹波の森～歴史から丹波の魅力を探る

～、於丹波の森公苑（兵庫県丹波市） 

2017.9 

講演 「後醍醐天皇と楠木正成」、花園大学 2018 年度京都学講座、

於花園大学（京都市） 

2018.8 

講演 「楠木正儀と南北朝内乱」、大阪市史編纂所セミナー 史料

でたどるおおさか講演会、於大阪市立中央図書館（大阪市） 

2019.3 

講演 「承久の乱と河内」、八尾市歴史民俗資料館歴史講座、於八

尾市歴史民俗資料館 

2019.5 

講演 「南北朝内乱と丹波」、講座「丹波学」、於丹波の森公苑（兵

庫県丹波市） 

2019.8 

講演 「楠木正成・正行・正儀と河内長野」、河内長野市民大学く

ろまろ塾、於河内長野市立市民交流センター 

2019.9 

講演 「平安・鎌倉時代の北摂武士団と淀川」、摂津市史編さん事

業講演会、於摂津市立コミュニティプラザ 

2019.9 

講演 「水の中世武士団渡辺党」、大阪市立大学博学連携講座、於

大阪市立大学文化交流センター 

2019.11 

講演 「明智光秀と京都」、花園大学公開講演会、於花園大学 2019.11 

講演 「明智光秀と「天下」」、大本山妙心寺令和 2年度第 51 回微

笑会総会、於妙心寺 

2020.10 

講演 「楠木正成・正行の虚像と実像」、京都アスニー・アスニセ

ミナー、於京都アスニー 

2020.12 

講演 「明智光秀の虚像と実像」、泉佐野市令和 2年度【市民大学

講座】まだ知らない真のすがた―AKECHI―、於泉佐野市生涯

学習センター 

2021.1 



講演 「足利尊氏の挙兵と丹波」、兵庫県立丹波の森公苑・講座丹

波学、於兵庫県丹波市兵庫県立丹波の森公苑 

2021.8 

講演 「楠木正成・正行と河内の合戦」、八尾市立歴史民俗資料館

歴史講座【史料から見た八尾の歴史―南北朝編】、於八尾市

立歴史民俗博物館 

2021.9 

講演 「『太平記』の世界」、京都新聞文化センター〈古典に親し

む〉深掘り講座、於京都新聞文化センター 

2021.10 

講演 「楠木氏と南北朝内乱」、関西城郭サミット 2021 in 千早赤

阪楠木氏の城と館、於千早赤阪村くすのきホール 

2021.11 

講演 「楠木正成の虚像と実像」、京都新聞文化センター〈古典に

親しむ〉深掘り講座、於京都新聞文化センター 

2021.11 

講演 「足利尊氏と後醍醐天皇」、京都新聞文化センター〈古典に

親しむ〉深掘り講座、於京都新聞文化センター 

2021.12 

講演 「楠木正行と楠木一族」、京都新聞文化センター〈古典に親

しむ〉深掘り講座、於京都新聞文化センター 

2022.1 

講演 「承久の乱と鎌倉幕府」、野洲市歴史民俗博物館 令和３年

度歴史講座、於野洲市立歴史民俗博物館 

2022.1 

講演 「楠木氏と『太平記』」、千早赤阪楠公史跡保存会 理事・

監事・代議員合同会議講演、於千早赤阪村くすのきホール 

2022.1 

講演 「足利義詮と後村上天皇」、京都新聞文化センター〈古典に

親しむ〉深掘り講座、於京都新聞文化センター 

2022.2 

講演 「承久の乱と豊中」、豊中市立中央公民館市民提案講座（豊

中市制施行 85 周年記念）、於豊中市立中央公民館 

2022.2 

講演 「楠木正儀と南北朝内乱の終焉」、京都新聞文化センター〈古

典に親しむ〉深掘り講座、於京都新聞文化センター 

2022.2 

講演 「楠木氏と南北朝内乱期の金剛寺」、第９回天野山金剛寺ヴ

ェーダ講座、於天野山金剛寺 

2022.3 

講演 「源頼朝とその時代」、京都新聞文化センター 中世の日本

史深読み講座 鎌倉時代の武将たち、於京都新聞文化センタ

ー 

2022.4 

講演 「承久の乱と京都―京都からみた鎌倉時代の変容―」、京カ

レッジ 2022 年度生涯学習講座大学リレー講座 

2022．5 

講演 「楠木氏の戦いと河内の城」、大阪・お城フェス 2022、於グ

ランフロント大阪 コングレコンベンションセンター 

2022.8 

講演 「承久の乱と「京方」武士」、各務原市講演会「来たれ承久

の乱！」、於各務原市産業文化センター 

2022.8 

講演 「鎌倉幕府の成立と京都」、城陽市民大学「歴史コース」講 2022.9 



演 鎌倉幕府連続講座Ⅱ、於文化パルク城陽 

講演 「承久の乱と中世の大阪」、泉佐野市【市民大学講座】大阪

からみる鎌倉時代～大河ドラマの世界に迫る～、於レイクア

ルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター 

2022.9 

講演 「源頼朝の入京と石清水八幡宮」、JR 東海ツアーズ「そうだ

京都、行こう。」北条義時時代の京都をめぐる 石清水八幡

宮編、於石清水八幡宮 

2022.9 

講演 「後鳥羽上皇と鎌倉幕府」、花園大学公開講演会「鎌倉幕府

の実像に迫る」、於花園大学無聖館ホール 

2022.12 

講演 「鎌倉・南北朝期の大阪と武士―摂津渡辺党と河内楠木氏

―」、なにわ歴史シンポジウム 上町台地未来遺産フェスタ

「鎌倉・南北朝期の大阪―武士団・四天王寺・北条氏―」、

於エール学園 

2022.12 

講演 「楠木正成―その光と影―」、豊中市立中央公民館早春講座、

於豊中市立中央公民館 

2023.3 

講演 「楠木正成」、令和 5年度姫路市民教養講座（歴史講座）中

世の武将たち、於姫路市市民会館 

2023.9 

講演 「楠木正成・正行と南北朝時代」、城陽市民大学「歴史コー

ス」講演、於文化パルク城陽 

2023.9 

講演 「南北朝内乱と泉佐野」、日本遺産『日根荘』講座、於日根

野公民館 

2023.9 

講演 「楠木氏の「戦争」と南北朝内乱」、関西城郭研究会、於神

戸市立兵庫区文化センター 

2025.1 

  

 


